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１．はじめに 
 地質が地形を形成した最大の要因であることから、地形

を解析することにより地質情報を詳細に読みだすことがで

きると考えている。しかしながら、地質に関係する微地形

を DEMから判読することは容易な技術ではない。 
 井上(2009、2010、2015）は、国土地理院で公開されて
いる国土基盤地図情報の DEM を使用して地形解析結果を

合成することで地質情報を得る手法について検討を行って

きた。 

今回は、観点を変えて地形解析結果を個々に画像化し、

それぞれの地形解析結果から得られる微地形情報について

検討した結果を報告する。 

 

２．地形解析の概要 
DEM からコンピュータ解析により計算できる地形解析

要素には、傾斜量、傾斜度、勾配、起伏量、標準偏差、分

散、斜面方位、接峰面図、接谷面図、開析度、ラプラシア

ン、平均標高、ヒプソグラフ、曲率等々がある。この中で

地質と関係していると考えられる地形解析要素は、地形を

構成する岩石の硬さに起因する傾斜量（傾斜度、勾配）、風

化作用に起因する起伏量、地形の凸凹度を表現する分散、

斜面方位図をそれぞれ 3×3 の区画で計算し、画像化して検
討を行った。 

全ての地形解析結果は正規化し、最大値が１になるよう

に調整した後、512諧調のカラーバーで表示した。 
解析に使用したデータは 5 万分の 1「大宮」範囲内の

5mDEMである。 
 

３．地形解析結果図の例 

図-1 の平均標高図に示すように大宮台地は、西側には荒
川断層群があり、中央には鍵型に流れる芝川がある。東側

には綾瀬川断層群があり、台地全体に大きな構造が存在す

ることが考えられる。また、台地周辺部には縄文海進の時

代にできた溺れ谷が多く存在している。しかしながら、台

地縁辺部には断層地形と思われる直線的な地形がみられる

が、台地表面は関東ローム層（下末吉層）が分布している。

そのために台地上では大きな地質構造地形は地表踏査や地

形判読では認識できないのが特徴である。 

図-2に傾斜量図、図-3 に勾配図を示す。どちらも地形の

傾斜を表現した図であるが、台地周辺部の溺れ谷は強調さ

れて見やすいが、台地表面の地質構造は表現されてはいる

ものの詳細な構造までは良くわからない。 

図-4 は、斜面方位を北から時計回りに 0-360 度で計算さ
れた方位角の結果を 0-512 諧調のカラーバーで表現した図
である。この図では大きな地質構造として NW-SE系、N-S
系、E-W系の 3つの方向があることがわかる。鍵型に流れ
る芝川の流路がこの地質構造の影響を受けていると考えら

図-1 平均標高図 

図-2 傾斜量図（ネガ画像） 
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れるが屈曲する地点の延長部に直線的な地質構造を確認す

ることはできない。特に E-W系の構造は、芝川本流と西延
長部にわずかに見られる程度である。 

 

図-5 は起伏量図である。溺れ谷の形状は見やすいが、台
地内部の地質構造については斜面方位図に比べて判読は難

しい。しかし、旧河道や人工改変された地域は判読し易い。 

図-6 は、分散図である。溺れ谷だけでなく小さい河川形
状もよく判読することができる。特に田畑の形状や街区の

形状が判読し易い。起伏量図と同様な内容が表現されてい

るが、分散図の方がより強調されて表現されていることが

わかる。図-5 及び図-6 を使うことで台地内部の微地形を判
読することができる。都市化が進むさいたま市においても

自然地形が残存していることがわかる。 

 

 

４．まとめ 
 都市化が進むさいたま市周辺部の 5mDEMを使用して地
形解析を行った。大宮台地の周辺には荒川断層群、綾瀬川

断層群、芝川の流路の急変など大きな地質構造が大宮台地

内部に存在するはずであるが、地表を踏査する限りその存

在を見つけることはできない。 

 今回の地形解析結果を画像として取り扱うことで視覚的

な表現力を強調した図を用いて検討した結果を以下にまと

める。 

１）大きな地質構造は斜面方位図が最もよく表現していた。 

２）傾斜量図及び勾配図は溺れ谷の形状は良く表現してい

るが、台地内部の微小地形の表現は十分にはできてい

ない。 

３）台地上部の微地形は起伏量図及び分散図が良く表現し

ている。特に、分散図は起伏量図より強調して表現し

ている。 

４）人工改変が行われた地域や旧河道などは起伏量図と分

散図が最もよく表現している。 

５）都市化が進み人工改変されていると思われる地域にお

いても自然の微地形が残されていることには驚くと同

時に地質構造解析が可能であることがわかった。 

６）大宮台地の地質構造は、NW-SE 系、N-S 系、E-W 系

の 3 方向であることがわかったが、それらの時期の判
定はできなかった。 

 今回は、芝川の屈曲部近傍に河川流路に影響する地質構

造を探した。北から南に向かって流れていた流路が急に東

に曲がる部分では NW-SE 系の構造はみられるが、E-W 系
の大きな構造ははっきりしなかった芝川の西延長部では地

形の特徴が明瞭ではなく荒川も流路が変わっていることも

わかった。 

 地形解析結果は、それぞれに特徴的に表現されているも

のがあるが、全てが表現されているわけではない。そのた

め、大宮台地の詳細な地質構造を推定するには個別の地形

解析結果を総合的に判断して判読結果としてまとめる方法

を提案する。 

 予稿原稿では全体図のみを表現したが、発表時には個々

の特徴を拡大図により説明する。 
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図-3 勾配図（ネガ画像） 

図-4 斜面方位図（ポジ画像） 

図-5 起伏量図（ネガ画像） 

図-6 分散図（ネガ画像） 
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